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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成21年4月16日(2009.4.16)

【公開番号】特開2008-36918(P2008-36918A)
【公開日】平成20年2月21日(2008.2.21)
【年通号数】公開・登録公報2008-007
【出願番号】特願2006-212731(P2006-212731)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｆ  15/26     (2006.01)
   Ｂ４１Ｆ  15/08     (2006.01)
   Ｇ０１Ｂ  11/00     (2006.01)
   Ｈ０５Ｋ   3/34     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｆ  15/26    　　　Ａ
   Ｂ４１Ｆ  15/08    ３０３Ｅ
   Ｇ０１Ｂ  11/00    　　　Ｈ
   Ｈ０５Ｋ   3/34    ５０５Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成21年2月27日(2009.2.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スクリーンマスク上に形成された２箇所以上の任意パターン開口部を位置決め目標とし
、基板表面の２箇所以上の任意パターンを使用し、画像処理に基づいて前記基板をスクリ
ーンマスクに位置合わせし、基板面上にスクリーンマスクを介してペーストを塗布するス
クリーン印刷装置において、
　スクリーンマスク上に形成された前記パターン開口部の一部又は全てからなる第３のパ
ターンおよび基板表面の任意パターンの一部又は全てからなる第１のパターンを各々検出
する第１の手段と、前記第１又は第３のパターン各々に対する最終位置決め目標である第
２及び第４のパターン各々の重心を各々検出する第２の手段と、前記第１及び第２の手段
で検出された第１及び第３のパターン各々のウインドウ中心と上記第２の手段で検出され
た第２及び第４のパターン各々の重心との偏差を画像計測により演算する演算手段と、前
記演算手段の演算結果に基づいてＸＹθテーブル各軸に対する補正係数を算出し登録する
補正手段とを備え、生産運転中において第１及び第２の手段により第１～第４のパターン
の中心点を検出後、ＸＹθテーブル位置合わせ量演算を実施する際に、前記補正手段によ
り登録された補正値を加算し、ＸＹθテーブルの各軸の移動量を算出し位置決めする位置
決め手段を備えたことを特徴としたスクリーン印刷装置。
【請求項２】
　スクリーンマスク上に形成された２箇所以上に設けたパターン開口部を位置決め目標と
し、基板表面の２箇所以上の任意パターンを使用し、画像処理に基づいて前記基板をスク
リーンマスクに位置合わせし、基板面上にスクリーンマスクを介してペーストを塗布する
スクリーン印刷装置における画像認識位置合わせ方法において、
　位置決め目標位置及び被位置決め目標位置をＨ型図形モデルによるパターン形状マッチ
ングにて検出し、位置合わせすることを特徴とした画像認識位置合わせ方法。
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